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Issues
産業界の現状：
AI研究や開発において日本企業は周回遅れ。
日本企業のAIとその関連分野における国際的な産業競争力を
向上させる必要がある。

①社会的インパクト：
AIの発展は、人類の豊かな未来社会の実現に大きく貢献することが
期待される一方、社会に重大な問題を引き起こす危険性も指摘され
ている。このリスクのより正確な認識とコントロールをどう実現さ
せるか？

②公共財としてのAI:
AIの大きな力をSociety 5.0の実現やSDGsへの貢献に利用したい。
これを推進する最も有効な施策や行動原理はなにか？

③産業競争力の向上：
AI研究開発競争における勝ちパターンは？
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社会的インパクト 公共財としてのAI 産業競争力の向上

正確なリスク認識とその
コントロール

迅速な法整備や
制度設計

AI技術を持つものの
社会的責任

SDGsやSociety 5.0
の実現へのAIの開発
と導入戦略

AI研究開発競争の第二
フェーズで勝ちパターンを
実現か？

新たな「すりあわせ」として
のAI

経団連 AI活用原則Task Force
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ねらい
①海外に対する東洋的・日本的価値観の打ち出し

②国内における産業界の立ち位置の明確化

 Amazon, Facebook , Microsoft , IBM, 
DeepMind, Google , Appleなどが参加。

 NPO , NGOも多数参加し、「西洋的」
価値観が強く前面に打ち出される。

 日本からはソニーが参加。本TFの議論
を打ち出していく

 総務省、人工知能学会、ロボット法学会等で、
「AI原則」が公表

 学術的観点が中心で、産業界を中心とした
「原則」の取りまとめはこれから

 他原則との整合性もとりつつ、産業界の考え
方を明確化する
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①社会的インパクト

 正確なリスク認識とそのコントロール（責任、

権利、労働等、幅広い論点が存在）

 迅速な法整備や制度設計

 経営層による「グレーゾーン」への臨み方（リス

クの予見と経営リソースの投下）
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②公共財としてのAI

 SDGsやSociety 5.0の実現へのAIの開発と展開

 AI技術を持つものの社会的責任

MicrosoftやGoogle DeepMindは、AIのSDGｓへの応用を前面に出し始めている
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③産業競争力の向上

 現状では、日本は、周回遅れ

 これまで日本は、第二ラウンドで成功してきた

第二ラウンドでの必勝戦略の構想が必要
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米国勢と中国勢の覇権争い

The Economist, March 17th 2018 edition
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「AI-Readyな組織・社会」
• AIの効果的導入には、組織のあり方、業務フロー、事業モ
デルの大幅な見直しが必要となる --- Business 
Process Re-engineeringが、必須

• 日本の組織におけるホワイトカラーの生産性の低さの根源
を見極め、これを改革しないと、AI導入による生産性格差
は拡大する

• AIの開発と展開は、技術論にとどまらず、組織論や社会シ
ステムの再設計へと波及する

Society 5.0の実現には、AI-Ready Society / 
AI-Ready Companyの出現が必須となる


